
1 

 

ほんにかえるプロジェクト 会報      2016年 1月創刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西原瑛子 画 

第 12 号 2018・1 月 
ほんにかえるプロジェクト発行 

汪楠責任編集 



2 

 

教皇様をふりかえる 
  新しく歩みだすために 
 
 

 
 
フランシスコ教皇は2013年3月 

13日、第266代教皇として就任しまし
た。最初のミサでの説教のテーマは「動
き」でした。 
 
 教皇としての心構えが述べられてい
ます。2018年の始まりに、教皇様の初
心に触れ、私たちも年初の志をたてま
しょう。 
 
 動きには次の３つの動詞があげられ
ました。 
 
歩む 主のみ前を、主の光の中を、 
つねに歩む。 
 
日本では“お天道様が見ている”と言い
ます。人をだましても、 自分自身を
こっそりだましても、騙しきれない絶
対的な存在がある。騙し騙されている
自分をご覧になっている。そういう方
の前を歩みたい。 
 
築く 隅の親石（主ご自身）の上に、キリ
ストの花嫁である教会を築く 
 
私も教会の構成員の一人です。隅の親

石でも、大黒柱でもないかもしれない
けれど、敷石の下の砂利でもいいかも。
敷石を支える小粒の砂利。私という教
会をどう築いていくのか、設計図を描
いてみましょう。 
 
告白する イエス・キリストを告白しな
ければ、物事は進みません。・・・・・
イエス・キリストを告白しなければ、
悪霊の世俗性を告白することになりま
す 
 
神と共に歩み、教会を築き、キリスト
を告白することは決して易しいことで
はありません。しかし、それでも、勇
気をもって、主の十字架とともに、主
の前を歩んでくださいますように。と
教皇は私たちに願っています。 
 
 
 唯一の栄光である、十字架につけら
れたキリストを告白してくださいます
ように。そうすれば、 教会は前進す
るでしょう。 
  
 
キリストを告白するとは、日常的に何
を告白すればいいのでしょうか。 私
の罪を告白することです。そして、一
人では背負いきれない その罪を担っ
て下さった方がキリストであるという
こと。そのキリストが”私はあなたの友
“とおっしゃっていることを信じるこ
とです。 
 
教皇様と共に、一人ひとりがそれぞれ
の人生を、新たに歩んでゆくことがで
きますように。プロジェクトは自立更
生を支援します。  
  
（文責 gabrielaiko sr.井手愛子） 
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知恵と努力で困難を乗り切る 
 
     代表 田中伸彦 
 
武蔵野の天空とおく またたけり 
蒼きシリウス 新たなる年 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
会員の皆様、 新しい年をそれぞれの
場所で、それぞれの思いを抱いて迎え
られたことでしょう。 
  
会員の皆様、新しい年をそれぞれの場
所で、それぞれの思いを抱いて 
迎えられたことでしょう。 
私も東京の西のはずれ武蔵野で新年を
迎えました。 
 
 皆様の温かい力強いご支援のお蔭で
「ほんにかえるプロジェクト」は昨年の秋、
無事に２周年を迎えることができました。 
会員の皆様方本当にありがとうございま
した。 
 
 プロジェクト運営上の人的、経済的困
難さは事務局長汪楠さんの会報等での
報告でご承知の事と存じます。 
今年も前途は多難ですが、スタッフの知

恵と努力でこの困難な局面を乗り切る覚
悟でおります。 
本を通じてつながり合うこのプロジェクト
の存続は皆様の信頼とスタッフの熱意に
かかっていると思っています。 
 本年も変わらぬご支援ご協力を宜しく
お願い申し上げます。 
 
 私事ですが、2018 年は戌年です。私
は1946年の生まれで今年は6回目の年
男です。 
冒頭の句で歌ったようにシリウスは、お
おいぬ座の一等星で 
冬の夜空で蒼白く輝く星です。 
 
 天空の星は何光年もかけて、その光を
この地球に届けます。 
今、私たち一人ひとりがそれぞれ困難な
日々を送っています。 
それでも「ほんにかえるプロジェクト」の
発するささやかな光がいつの日か皆様
のもとに本や便りとともに届くことを祈っ
ています。 
 
 以前、会報に書きましたが、いつも頭
に浮かんでくる言葉があります。 
 
”苦しみは変わらない、 
 

変わるのは希望だけだ” 
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いのちのみちゆき 

―姉とふたりー 

Gabrielaiko s.c.q. 

 

二つ違いの姉というのは、姉でありな

がら友達のようでも、同僚のようでもあっ

た。 

小学校低学年の頃、父の職場運動会に

参加した。子供たちの徒競走もあり、小

っちゃい子、大きい子ぐらいの大雑把な

組み分けで走った。私は最後尾で、な

んのご褒美もなく、グランドの片隅で一

人しょんぼり土いじりをしていた。そこへ

姉がかけて来て

「ごめんね、今度

は一緒に走ろう？」

返事がないので

「私が愛ちゃんの

後ろを走るから、

ねっ?」 少しいじけ

た妹を必死に慰め

励ましている。 

なんて優しいのだろうと思って聴いてい

た・・・。 

私が修道院にはいったとき、母の名

代として私を連れ戻しにきたのも彼女だ

った。姉妹というのは話し合い理解する

ことができる。「お母さんに怒られるわね」

と言いながら「しっかりやって」と帰って

行った。その後も、仏和辞書を送ってく

るなど、後方支援部隊として修練期を支

えてもらった。 

やがて姉も結婚し、３人の子の母親に

なった。京都に定住してからは、ちょくち

ょく遊びに行った。 生まれ故郷が長崎

なら、姉の住まう京都は第２の故郷であ

った。 

子供たちも成長し、姉には７人の孫がで

きた。初孫誕生の時には、“孫がこんな

にもかわいいとは”と弾んだ声が、受話

器にあふれるように響いていた。 

夫婦間の確執がなかったとはいえない

だろうに、機能を失っていく義兄を、実

によくいたわる

ように面倒をみ

ていた。在宅で

このような人の

介護を受けられ

るのは幸せだな、

と思わせるもの

があった。義兄

の最後の言葉は

“ありがとう”だったと聞く。父も母に“あり

がとう”を残して旅立った。 

その後、乳癌を患い、続いて膵臓癌

を併発して治療に専念していた。通院の

報告を受けるたびに、病状が悪化して

いるのが解った。「腹水が溜まっている

 

姉と私 
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のか、おなかがはるの」。おなかはやわ

らかい？と聞き返す。「それが硬いの。」

とんでもない。腹水なんかじゃない。腹

膜に転移した癌が急速に成長してる症

状だ。全員被爆の我が家の死因は癌で

ある。覚悟を決めた。間もなく、病院が併

設しているケア･ホームに入ることになっ

た。「それがね、行ったら一人部屋をつ

かっていい。料金は４人部屋と同じでい

い」と、施設の特別な好意として喜んで、

電話してきた。 

“冗談じゃないっ！”鬼気迫る思いに圧

倒される。すぐに長男に電話した。 

病院側は余命１週間と見ていることよ。

皆もその覚悟しないとだめよ。 

私もすぐに３泊４日の予定で京都に行っ

た。北山の山裾の、そのホスピスは閑静

で清らかだった。向かいに比叡の山を

望見し、車椅子の姉と黙って眺めてい

た。 

我が家は般若心経の家である。姉は数

珠を手放すことなく、いつも熱心に、朝

夕心経を唱えていた。ベッドでも手を合

わせて祈るしぐさをし、数珠を求めた。 

病を発したころ、虚空菩薩（こくうぼさつ-

無限の知恵と慈悲をもつ）があらわれ、そ

なたの身は引き受けた、と言われたとい

う。痛みがないのはそのせいね。私の守

り本尊はお不動様なのに、とも。 

３日間同じ病室に寝泊りし、この世での

最後のときを、できるだけ多く共有しよう

とした。病室の空気の密度が、微妙に動

き、姉の向こう側に、しっかりと姉を引き

受けている大きな存在を感じるようにな

った。 

虚空菩薩を内包した、父なる神様の確

たる実存。あちらの世界への、確実極ま

りない身元引受人。 

姉を挟んで向かいあっていた。 

私が手をだせる世界ではなかった。霊

に満たされた時空間で、ずっと「仏説摩

訶般若波羅蜜多心経（ぶっせつまかはん

にゃはらみったしんぎょう）」を唱えていた。

存在を説いたお経である。 

 

あまり、多くを語らなかったが、語る必要

もなかったのかもしれない。 

いつしか、枕辺の数珠もバッグのなかに

おさまり、もう、探さなくなっていた。１０８

の煩悩を繋いだ数珠は祈りに磨かれて、

素朴にときはなたれていた。 

 

旅立ちのとき・・・。 

二人して天国への道行きをはじめた。静

かにゆっくりゆっくり歩を進め、門前に着

いた。 

お別れのときがきた。 

姉はやっと出せる、か細い声で、しかし、

はっきり“長い間ありがとう”と言った。 
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事務局からのお知らせ  

           事務局長  汪 楠 

カンパ用書籍の申し込み 

ほんにかえるプロジェクトは内外の会

員からいただいた年会費と寄附で運営

しています。しかし通常経費の半分も賄

えない状態が2年も続き、解散の危機に

瀕しています。そこで外部の会員に緊

急支援を要請し、全国の約 140 か所の

修道院の本部にも支援を要請しました。 

   

その一方では、内部会員（受刑者）か

らも自発的な寄附をいただきました。無

償で提供してきた書籍に関しては多くの

内部会員は送料を負担して、この活動を

応援しているほか、本代まで寄付して買

取までしてくださる会員が増えました。そ

こで協議した結果、無償本とは別にカン

パ用の書籍リストを作り、内外の会員に

買い取ってくださるように呼び掛けること

にしました。どうかご協力をお願いいた

します。    

今回のカンパ用のリスト（カンパ協力 A）

は準備期間があんまりなかったために、

カンパの金額は 200 円と統一しました。

送料は PJが負担します。  

予定として、単行本のリスト（カンパ協力

B）も作ります。 

カンパの金額は 1冊 300円に統一し

ます。さらに運営費をねん出するために

昨年はアマゾンに出品していました。毎

月約1万円の粗利益が出ていました。 

内外の会員からはアマゾンに出品し

ている書籍を買い取りたいという申し出

があり、こちらも準備しています。 

（カンパ協力 C）の金額は統一ではな

く、アマゾンの最安値に設定しています、

ご了承ください。 

カンパ協力リストのAリストとBリストに

関しては送料は PJが負担します。 

アマゾンにも出品している書籍に関し

ては本来は 257 円から 360 円までの送

料と手数料がかかり、アマゾンに支払う

必要があるのですが、直売になりますか

ら、こちらは 1冊につき 100円の送料を

想定しています。 

新規入会について 
 ほんにかえるプロジェクトは設立して 2

年が経ちました。資金難が深刻化し、解

消方法としては収入を増やし、支出を減

らすしかありません。活動規模を縮小さ

せたのも支出を抑えるための措置でし

た。既存会員にも誤解されやすいので

すが、検索や購入代行で手数料として

寄付をとっているわけですから、もっと

いっぱい依頼すれば財政を助けること

になると考えている方が多い。実際は依

頼に対応すればするほどスタッフの負

担が大きく、帰宅時間を惜しんで泊まり

込みで対応する日々が続きました。 
 収入を増やす方向では外部の会員に

寄付をお願いしております。しかし善意

のある方はすでに寄付していますし、こ

のご時世ですからどの家庭も余裕があ

るわけではありません。スタッフたちが

率先して寄付していますが、それも限界
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に来ています。そして全国の修道院に

140通の寄付のお願いの手紙を出しまし

たが、面識もなく関係のない団体に寄付

する余裕がないのは団体でも同じで

す。 
 そこでいろいろと協議した結果、拒否

してきた新規入会を再開し、受刑者会員

にも支援の実費を負担していただく形で

運営していくことを決めました。今後の

新規入会に関してはすべて 2018 年度

の新料金システムを適用させていき、少

しでもこの活動を長く継続していけるよう

に協力し合っていきたいと思います。な

お既存会員の中にも自発的に新システ

ムを適用し、支援の実費を負担してくだ

さる第1部の会員がいます。ご理解に感

謝いたします。 
 現状では お問い合わせの手紙に対

して、2 部会員の入会申込書を送り、写

真印刷や検索を含むフルサポートの 1

部への入会をお断りしています。そして

返信の中でこのようにお伝えしていま

す。 
お聞きしているかもしれませんが、プ

ロジェクトは深刻な財政難で、活動継続

も困難な状態です。こちらはメインスタッ

フが極貧で、ご飯を食べられない日が

続くこともあります。信じがたいだろうけ

ど、事実です。 
 今スタッフは出稼ぎと称して、日雇い

バイトをし、食事費と活動費を数日ため

てはまた活動を再開する状態です。年

間赤字は100万円を超し、経費削減も限

界にきており、紙はもらってきた古紙で

すし、パソコンもプリンターもすごい古い

ものを使っています。それでも年間で

1300 回も受刑者に本を送る活動を継続

できたのは元受刑者としての意地だけ

です。 
 財政難の原因は手数料を極端に安く

設定したためです。協議した結果、今後

の入会者に対して、実費相当の寄付を

お願いすることにしました。 
 簡単に説明しますと、登録料の 500 円

は廃止し、年会費は 500円から 2000円

に変更。検索料は一枚につき 50円の寄

付から 100 円に変更。写真は L 版 150

円。２L 版は 250 円。画素数の高いもの

を選ぶと写真はきれいですが、依頼さ

れたものは必ずしも画素数の高いもの

をネットで見つけられるわけではないの

で、荒い写真になってしまう場合があり

ます。SNSの検索は 1件 1000円で、印

刷結果は 1枚につき 100円になります。 
 このような料金設定について高いと思

うのも当然と思います。でも固定経費だ

けでも100万円を超すこの活動を継続し

ていくには活動資金が必要です。どうか

ご理解ください。 
 もしお金がないのであれば、本を無償

で提供することができます。これが本来

の活動ですから。その他の依頼はいわ

ば事務局長の私が元受刑者として、こん

なことをしてくれる人がいたらいいなっ

て始めたもので、本来の業務ではない。

にもかかわらず、依頼が殺到して本来の

活動を圧迫しています。アダルト雑誌の
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購入までしているのもそういうわけで、分

かっていただきたい。 
  あと宮城やいくつかの刑務所はアマ

ゾンで注文したものを直送できないので、

すべては事務局にいったん発送させ、

転送しています。転送料は 300円です。

一回の転送で 3冊を入れるようにしてい

ますが、写真集とか大きい本、重い本は

無理ですので、1 冊になる場合もありま

す。 
 正直の話、2 部は已む得ず作ったもの

で、自分の中では営利に走っている感

があって、気持ちいいものではありませ

ん。財政的に助かるかもしれませんが、

会員との交流がなく、事務的過ぎるよう

に感じます。でも 1部だけではやってい

けないのも事実です。この矛盾を解消

できないものかと常に悩んでいます。1

部に入会されたいとのことですが、個別

で判断して認めることはできます。でも

条件があります。 
 一般的なところでは、まず事務処理上

のミスに対して寛容であってほしい。本

を発送する際、高齢スタッフもいます。

私もチェックしていますが、信用してい

ないみたいでいちいちチェックするわけ

にもいかないのが現状です。もちろん私

もミスします。計算はほぼ私がやってい

ますが、計算ミスがあります。会員が得

する場合も多々あるのですが、損するも

のなら数円でも苦情が来ます。幸いにも

活動規模縮小の際に退会させましたの

で、今の会員はとても寛大です。苦情の

手紙は以前多い時では 5 通も着ていた

のが、今ではやんわりと指摘する手紙で

すら数か月に 1通ほどです。 
 アマゾンで本を注文しています。シス

テムを理解してほしい。本気で 1円で本

を買えると思っている人がいます。1 冊

につき 257円以上の送料がかかります。

業者はその中から利益を出しています。

まとめて注文し、まとめて発送させれば

送料は安く済むのに、なんで 1冊ごとに

送料をとるのですか、ボランティアをか

たって金儲けしてんじゃねえよと言われ

たことがあります。ちなみに注文する際

は最安値で買っていますが、大差がな

い場合はコンディションによっては数十

円高い値で買うこともあります。また、信

頼関係ができてからはトータルの予算を

見て、指定の上限金額を超えたものでも

ほかが安かった場合は注文してください

という方が多く、そうしています。 
 アダルト雑誌も注文可能です。ホーム

レス支援の一環で書籍を買い取ってい

ます。既存会員は送料込みで 3冊（ジャ

ンルはお任せ）1000 円で買っている人

もいれば、アマゾンで買ってくださいと

いう人もいます。外した DVD は障がい

者施設に送っています。 
 切手は注文が多い。おかしいことに郵

便局が発行している切手なのに、郵便

局どころか、郵便局のオンラインショップ

でも売っていません。だから銘柄を指定

しなければ、郵便局に行ったついでに

買ってきてあげることはできます。事務

局に送られてくるのは刑務所で買ったも
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のが多いので、キャラクターデザインは

ほとんどありません。かわいいものなら 

何でもよければ買ってくることができま

す。 入会時の審査に関しては明確な

基準がありませんでした。この 2 年間、

更生支援をしてきました。その経験を踏

まえて考えますと、まずどこの団体でも

そうですが、反社会的勢力に現在でも

所属している人を受け入れることはでき

ません。銀行では口座を作れませんし、

携帯電話も借りることはできないのはこ

のご時世です。 

私たちは更生を支援する団体です。

やくざをやりながら更生できるとは思え

ません。偽装破門とかもいろいろありま

す。在所中、または出所後でも暴力団関

係者と判明した場合は、2万円の損害請

求を求める場合があります。 

 次に入会させたくないのは薬物常習

犯です。過去のクレーマーはほぼ全員

が薬物常習犯でした。攻撃心が強く、猜

疑心も異常に強いので、計算ミスがるな

ら 1円でも許さない構えで、対応が遅れ

ると脅迫してきます。こういう輩とともに歩

むことはできません。つきましては薬物

2 犯以上の方は原則として入会をお断り

いたします。 
 薬物常習犯の次に入会させたくない

のは性犯罪の常習犯。更生していただ

きたい気持ちはあります。しかし私たち

には性犯罪の常習犯を更生させるだけ

のノウハウがありません。入会申込用紙

に罪名を書く欄がありますが、任意です。

薬物常習犯や性犯罪の常習犯であるこ

とを隠しての入会も可能ですが、判明し

た場合は年間で 2万円の損害請求を求

める場合があります。 

 既存会員は外部からの手紙や郵送物

で注目され、ほんにかえるプロジェクト

の存在を話していると思います。多くの

新規入会はそういう口コミで入会を希望

してきています。プロジェクトは一貫して

新規入会に消極的で、その理由として、

第一は受け入れるだけの体制（財政難）

が取れていないこと。第二は既存会員

の支援を重視していること。第三は刑務

所側の妨害を招きたくないこと。 
刑務所側の妨害はかなり深刻です。恣

意的な内規変更でプロジェクトは対応に

追われることが多々あります。例えばア

マゾンで注文した書籍を業者が刑務所

に直接発送した場合、社名しか表示して

いないものは誰が送ったのかわからな

いと詭弁して、受け取りを拒否することが

あります。そうなると会員はお金を払っ

たのに商品が届かないとして、苦情を寄

せられます。ひどい場合は出所時交付

とされ、届いたのに受刑者本人に告知

すらせず、受刑者とプロジェクトが手紙

でトラブっているのを傍観します。今で

も毎週のように刑務所から照会状が来ま

す。本当にそちらが送ったかどうかの確

認の手紙です。照会状には当の受刑者

の名前すらなく、郵送物の内容もなけれ

ば、到達した日付もありません。送付者

には送った日付と、発送した宅急便の営

業所、もしくは郵便局の所在地、そして

郵送物の詳細（本のタイトルを1冊ずつ）
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記入することを求められます。受刑者会

員からの依頼に対応するためには膨大

な時間がかかるのはこういうわけがある

のです。この照会状に対応するために

はすべての郵送物をデジカメで撮影し、

日付と会員名別で整理しておく必要が

あります。最長では一年前の郵送物に

関して、会員自身から苦情を寄せられ、

精査したところ、本人が在所しているに

もかかわらず、不在として処理され、郵

送物が返送されていました。その返送さ

れた荷物を事務局は1年間も保管し、苦

情に備えていたから、誤解がとけまし

た。 
事務局からの郵送料について 
 プロジェクトの設立時に、書籍の郵送

は郵便局を利用し、受刑者から受け取

った切手で送料を払う予定でした。宅急

便よりは安いと考えていました。その後、

クレジットカード決済のクリックポストとい

うサービスを受けることができ、1 キロま

での荷物を164円で送ることができるよう

になりました。しかし発送作業にはネット

環境が必要で、月間で 15,000円の回線

使用料とパソコンとプリンターが必要なう

え、クレジットカードの年会費も必要でし

た。実質上、1回の送料は約 400円で、

半数以上の会員にそのうちの 200 円を

負担していただき、残りはプロジェクトが

負担して財政を圧迫してきました。 

プロジェクトは初年度で約 1400 回の

クリックポストを利用し、手紙やライトパッ

クなどを加えると年間で1800回も受刑者

に発信発送しています。3年目の今は年

間で 2500 から 3000 回の発送が予測さ

れ、財政状況を考える上では軽視でき

ない問題となっています。 
設立当初からゆうメールを使ってはど

うかという提案があり、ゆうメールと明記

された封筒をわざわざ送ってくれる会員

もいます。しかしゆうメールは契約が必

要で、ゆうメールと明記しただけでは安

くなりません。このたび、やっと審査が通

り、契約することができました。今後はこ

のゆうメールを利用していくので、詳細

をお知らせしたいと思います。 
ゆうメールは後納と別納があります。

別納とは現金もしくは切手で支払うこと

です。プロジェクトには切手のストックが

あり、それで支払えば換金せずに済む

ではと安易に考える会員が多いのです

が、料金は割高で、150g 以内の場合、

切手で払おうとすれば180円です。後納

（厳しい審査が必要）の場合は口座から

の引き落としとなり、切手は使えません

が、126円で送ることができます。これは

何を意味しますかというと、プロジェクト

では 180 円の切手を預かった場合、金

券ショップで換金して 126 円として計上

しています。受刑者会員は 30％の損を

している考えです。しかし、郵便局のサ

ービスを利用しようにも、郵便局も切手

の額面の 70％で割り引いて徴収してい

るのです。 
さらにおかしいのは、定形郵便は 50

グラムまでは切手では 82円で送れます

が、ゆうメールでは現金で 115円が必要
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です。つまり一概にゆうメールが安いと

は言えません。 
整理しますと、事務局では一般郵便

（切手のみを使う）、スマートレター（180

円、2センチ1キロまで）、レターパックラ

イト（360 円、3 センチ 4 キロまで）、レタ

ーパックプラス（510円、4キロまで）、クリ

ックポスト（164 円、1 キロまで）、ゆうメー

ル（重さに応じての変動制、50 グラム

115円から、2キロまで）と、6つの郵送方

法があり、どれが一番安いか、その都度

計算しなければならないのです。この難

解な送料システムをスタッフですら把握

するのが難しく、混乱しています。 
新年度からは、会員が把握しやすく、

スタッフも混乱しないために送料を固定

制とします。 
文庫本と新書は1冊ごと 150円、単行

本は 1冊ごと 250円、写真集は 1冊ごと

300 円とします。まとめての発送の場合

は割引も考えましたが、財政難のため、

ご協力を願う形でご了承ください。 
アマゾンに注文して、事務局を利用し

ての転送についてもこの料金システムを

適用します。転送はあくまでも事務局が

便宜を図って提供してきたサービスであ

り、ご承知を願えない場合は転送を中止

します。 

なお、内部会員の提案で、業者にた

いして商品を送る際に、封筒の表にプロ

ジェクトの住所と名前を明記したうえで

刑務所に発送するようにすることで転送

しなくても済む方法を見つけました。 

しかし、アマゾンのシステムとしては、

まず注文しなければこういった要望を伝

えることができないことになっており、い

ったん注文してしまうと、対応してもらえ

ない場合はキャンセルされることになり

ます。一方的なキャンセルを繰り返すと

購入できなくなります。そしてその要望

はメールの形で業者に転送され、業者

が見落とすと、商品は刑務所に直送され、

受刑者に届かず、国庫に入る場合もあり、

トラブルに発展するケースが多発してい

ます。これに加えて、転送には送料がか

かり、会員の負担になります。転送料目

当てでわざと転送にこだわっていると思

われている節もあります。 

無償本の提供については多くの会員

が送料を負担してくださり、大変助かっ

ています。今後は送料システムの変更

に伴い、1 回につき 300 円もしくは 400

円の寄付をお願いします。ただし、送料

を負担してくださる会員にのみ適用し、2

部会員及び送料免除を申請した会員は

旧来通り免除いたします。 
慣例として、新料金システムについて

納得できない場合は、事務局に申し出

てください。旧料金システムで対応いた

します。ただし会員資格の更新ができな

い場合があります。料金システムの改正

はあくまでも財政難を解消し、活動を継

続していくためのものであり、皆様の協

力がなければ活動の継続は到底無理で

あることをご理解ください。 

 



12 

 

創立２周年記念事業  

―4月からはじめますー 

 
＊内部会員に誕生カードを !! 

 

人は朝起きてから寝るまで、いったい

どれくらいの決定事項をこなしているの

だろう。塀のなかでは、厳格なプログラ

ムがあって、何も自分では決めていない、

と感じている人が多いかもしれない。とこ

ろが、そうでもないのです。一度、試算

してみてください。かなり多くの決定をし

ています。 

自分の人生も決定すること無しには一

歩も進みません。 

これほど多くの決定事項が自由意志に

任されているのに、自分の出生につい

ての、意思決定はゼロ。居住選択権もゼ

ロ。なぜ？  

この事実は、誕生が他者の意志によ

ることを示してはいませんか？ 誕生の

意味を問い続ける機会となるカードを考

えました。 

そこで、カード希望者は 3月迄に、生

年月日または誕生月日を事務局にお知

らせください。 

 

＊偲ぶ会 

ほんにかえるプロジェクトは 40 名

の無期囚の更生支援をおこなっていま

す。有期刑の会員も含め、多くの人は殺

人などの重罪で服役している。被害者

に対して後悔の念を持ち、改悛したい気

持ちでいますが、被害者家族は気持ち

の整理ができず、加害者側を許すことが

できないため、または被害者側と連絡が

取れず、自分の気持ちを伝えることがで

きない。 

 そのため、多くの受刑者は写経や宗教

教誨を自発的に希望し、被害者に対し

ての気持ちを祈りの形で表したいと強く

望んでいます。 

 また、受刑中に家族や知人をなくされ

る方も多く、その弔いもままならない状

態にいます。 

 ほんにかえるプロジェクトは更生支団

体です。本を送り、人生のリスタートをサ

ポートしています。私たちの活動で多く

の受刑者は受刑生活が有意義になった

と感じるようになりました。日々受刑者か

ら感謝のお手紙をいただき、精神面も支

えになったと実感しています。そして精

神面のさらなる良き変化を持っていただ

くために、一部の刑務所で行っている命

日会をヒントに、毎月の30日に受刑中の

会員と、サポートするスタッフがともに祈

る場を設けることにしました。目的として

は、祈りを通じて、自分の思いを亡くな

った方に伝えたいと思います。 

 刑務所では夜 9時に消灯されます。こ

の時間帯なら静かに祈ることができます。

刑務所の外にいるスタッフをはじめ、支

援者の皆様にも共に祈っていただきた

い。私たちは憎しみを乗り越えなければ

ならない。他者に寛容でなければこの

社会はもっと生きにくくなると思います。 
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 受刑中の皆さん、亡くなった被害者、

または家族や友人の冥福をともに祈りた

い場合は、そのお方の名前、命日をわ

かる範囲内で事務局にお知らせくださ

い。ともに祈りましょう。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

２周年記念寄付 

恒常的にプロジェクトはマンパワー・

マネーパワー不足に苦しんでいます。こ

れまでの事務局長発信で、ご承知のと

おりです。「解散するしかない」との声も

ありました。しかし、互いに築いてきた信

頼関係を、失うことはできません。 

それは無責任にも思えます。 

そこで初めて外部会員と教会関係者

に「2 周年記念寄付」をお願いしました。

特に外部会員の方々の理解と支援は篤

く、10 万円以上の寄付をいただきました。

この場をかりてお礼申しあげます。有難

うございました。 

10 万円は大金のようですが、運営費

等を勘案すると、すぐに消えていく金額

でもあります。 

内部会員の皆様、スタッフ以外にも皆

様の支援者が 70名もいることを、知って

ほしいです。 

内部会員の方々もプロジェクトの存続

を願って、寄付をくださいました。これか

ら協力できる方も宜しくお願いいたしま

す。がんばろう！今年も自立更生！ 

2017�年�12�月�10�日  

お久しぶりです。お元気ですか。衣類

の差入れありがとうございます。心より感

謝致します。 

出所まであと数日となりました。私が社

会を離れて約 8年少々となりますが、今

回の逮捕により大切な友人、知人、身内

も失いました。身内である父には今迄何

度も手紙を書き、返信を待っていました

が、一度も返信をくれることなく、先月 11

月29日に母から届いた手紙で父が先日

の平成29年11月25日 AM7時頃他界

したことを知りました。74 才でした。死因

については書いてありませんでした。便

箋１枚、父の他界を知らせる手紙です。

29 日 9 時 30分頃に処遇に連行された

ので 「なんで?」と思っていたのですが、

処遇の取調室に座っていると工場主任

がきて母から届いた手紙を私に差し出さ

れたので・・・なんかイヤな感じがしたの

ですが・・・ 

 私は小さい頃から父によく殴られてき

ました。母も同じく父に殴られてきました。

私が4才くらいの時は本当にボロアパー

ト住まいで,1 部屋にトイレも風呂もなくア

パートの出入口に共同トイレがあり、風

呂は週2回銭湯に行っていました。そん
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な思い出を今は思い出しては・・・涙を流

している自分が情けなく・・・今はなんと

か少し気持ちは落ち着きましたが・・・ 

父の死を知った頃は工場や舎房に行

く途中に行進をしている最中に「俺はな

んでこんなことをしているのだ・・・」と思

い、情けなくて涙が流れたものです。今

は頭の中は真っ白で何も考えられませ

ん。ただただ悔しくて情けない。 

汪さんが設立をしたプロジェクト、私

は汪さんの「志」が嬉しかったのです。

お金がない受刑者、人とつながりを持っ

て良くなった受刑者たちの為になにか

をしたい・・・ 

汪さんのその優しさ・温もりはどこから

くるのかと?どんな人なのかと?若き頃は

暴走族の総長（訂正；初代）をしていたと

のこと・・・私もそこは同じ・・・私はカワサ

キKH500に乗っていました。

プロジェクトと向きあって 2年が過ぎま

す。私は私に出来る形で向き合ってきま

した。「わんレター」おもしろかったです。

(笑い)私に予算があればきっとホームレ

スから買い取った「エロ本」を注文してい

ました。男の事情でこちらの方は井手様

にお願いできませんからね。(笑い)見た

かった～ 

私がここまで頑張れたのも汪さん、井

手さん、本田さん、田中さん、プロジェク

トの皆様方の温かい支えがあったから

だと強く思っております。本当にありがと

うございます。

汪さん、プロジェクトの運営はきっと大

変な事が多いと思います。私にはプロジ

ェクトを支えられる資金は持ち合わせて

おりませんが、プロジェクトの継続を心

から願っております。お金を持っていて

いいように利用をするだけならば、差入

代行屋に頼めばいい訳であり・・・私は

汪さんが想いをよせる志はそんな便利

屋的な所で無いと信じております。人と

のつながりを失った者・・・お金がなくて

私物購入本ができない者・・・そういった

方々によりそうプロジェクトであってほし

いと心から願っております。確かに運営

費等の問題は壁となる所ですが、受刑

者の声を SNS で発信したり有料サイトを

作ったり・・・きっと形はあると思います。

その件につきましては私の出所後お話

をしたいと思っております。 

出所後、父の 49 日を迎え終えたら必

ず時間を作って会いに行きます。とりあ

えず電話だけでも出所後させて頂きま

す。汪さん本当にありがとうございまし

た。 

獄中会員も一丸となって 

家族とは断絶しているために、外に

何かを依頼できる人がいない中で、ほ

んにかえるプロジェクトとの出会いは

正に天からの助けでした。 

その2 
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ただし、どこかの差し入れ業者のよ

うに営利目的で多額の負担を強いられ

るのは正直無理です。その上刑務所に

おいても社会より割高な日用品と定価

でしか買えない本はかなりの経済的負

担となります。 

そんな状況に一石を投じてくださっ

た皆さんには本当に感謝しかありませ

ん。 

しかし、感謝するだけでは、皆さん

の努力や志をつぶしてしまいかねませ

ん。私達もできる限りの協力をしなけ

ればならないと、考えており、ほんに

かえるプロジェクトはスタッフや、ボ

ランティアだけでなく獄中会員も一丸

となって作り上げて行かなければなら

ないと、考えています。 

死刑について 

昨年の12月19日に二人の死刑が執

行されました。そのうちの１人は犯行

時１９歳の少年だったこともあって、

論争を呼びました。 

 更生支援活動をしていると、やはり

死刑についてどう考えていますかと質

問されることがあります。死刑賛成派

ですか、反対派ですかと聞かれ、論争

に巻き込まれそうになります。 

 そこでプロジェクトのスタッフと死

刑について話す機会を作り、いろいろ

な意見が出ました。要は賛成も反対派

もいることがわかりました。 

 私自身ははっきり言って死刑賛成派

でした。しかし、更生支援活動を始め

るにあたり、いくつかのボランティア

団体で経験を積み、多くの宗教関係者

と話すうちに考えが変わりました。 

とくにこのプロジェクトを立ち上げ、

不特定多数の面識もない受刑者とかか

わるようになってからは、より罪とは

何かについて考える機会を与えられた。 

罪には法律用語としての罪と、宗教用

語としての罪があります。 

まず宗教用語としての罪。 

神道用語としての罪 

『延喜式』に収録される神道における

罪の観念。なお、神道における罪は「原

罪」ではなく、「祓・禊」によって濯が

れると考えられていた。 

仏教用語としての罪 

身・口・意の三業によってつくられる

罪。 

キリスト教用語としての罪 

アダムとイブがエデンの園で犯した罪

が人間の本性を損ねたため、以来人間

は神の助けなしには克服し得ない罪へ

の傾きを持つことになったという思想。

いわゆる原罪ですね。 

 法律用語としての罪 

 一般には、法によって禁じられ刑罰

が科される事実・行為。刑法学上は犯

罪を「構成要件に該当し違法かつ有責

な行為」と定義する。 
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 この罪について考える必要があると

思います。私自身も罪を犯し、2 回服

役しました。組織に所属し、時には敵

と裏切り者に対していわゆるケジメを

とらせる立場にもありました。そして

服役中にも多くの殺人犯と接する機会

がありました。さらにこの活動では40

名以上の無期懲役囚と死刑囚ともかか

わっています。もちろん有期刑でも殺

人犯がいます。 

この経験を踏まえて言いますと、私

は死刑には反対します。 

罪はあくまでも自分で内心から考え、

感じるあるいは意識するものと考えま

す。罪を感じた時に初めて償うことが

できます。 

 死刑とは人を殺すことです。殺人と

は人を殺すことです。人を殺してはい

けないと教えるのに、人を殺して戒め

とすることはおかしいと思います。 

 つまり「死刑は、犯罪者の生を奪う

ことにより、犯罪を予定する者に対し

て威嚇をなし、犯罪を予定する者に犯

行を思い止まらせるようにするために

存在する」（一般予防説）という考え方

には違和感を持ちます。 

 「死刑は、矯正不能な犯罪者を一般

社会に復して再び害悪が生じることが

ないようにするために、犯罪者の排除

を行う」という特別予防説にはもっと

反対します。 

矯正不能な犯罪者はそもそも存在す

るのでしょうか。私たち人間には生ま

れ持っての良心があります。過ちを犯

しても、それを立ち直る力を持ってい

ます。私たちはそれを信じ、更生支援

活動をしています。 

 私たちには人格があります。犯罪は

その人格にそぐわない場合が多い。そ

こを直すことが必要があり、殺しては

直すことも変えることもできなくなり

ます。殺人は被害者の人権を奪う行為

というなら、死刑もまた誰かの人権を

奪う行為に過ぎないと私は思います。 

 犯罪者は反省していないから再犯す

るのではなく、反省する道が用意され

ていないように思う。社会から排除す

るだけでは更生できさせることはでき

ません。応報刑の時代から教育刑の時

代に入っています。日本でも 2006 年

に明治時代から変わらなかった監獄法

が改正され、名称も「刑事収容施設及

び被収容者等の処遇に関する法律」に

改正され、教育刑にシフトすると明記

されています。 

 まとめますと、プロジェクトの発起

人であり事務局長でもある私は、死刑

に反対します。罪を犯した者に償って

もらう必要があると同時に、償うもし

くは構成する権利もあります。犯罪に

至った背景を見ずに、個人の責任だけ

を追及することに強く反対します。元

犯罪者として更生を強く望み、赦し、

そして赦されたい。 （汪楠） 
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私の犯した罪の深さ 

12 月�15 日、当所の教誨堂で「命

のッセージ展」がありました。 

自分の犯した罪のために、2 名の尊

い命を奪ってしまいました。 

事件から�45 年、あの時の私の狂気な

心を、あの恐ろしい精神状態を1 日
として忘れたことはありませんが、

命のメッセージ展に展示されている

遺族の方達の心を思いますと、私の

犯した罪の深さに身が震えました。

終生弔いの心を忘れず生きることが

私の責務であると思っております。  

－中略－ 

 私は4歳の時に養子に出されまし

たので、母を恋うる心と、養子に出

されたという心の葛藤を抱えた人生

を送りましたが、子を思う親の心

は、私の親も同じだと思い至りまし

た。

　死の淵に立ち 金魚袋製作 

僕は死刑囚として、死の淵に立ちな

がらも、死の陰の谷を行くとしても、

私はそれを恐れない。主が共にいてく

ださいます。 

私自身が犯した大罪は決して許され

るものではありません。だからといっ

て、今あるこの命を無駄に生きること

もゆるされません。命が与えられる限

り最後の日まで生きて償いをしてゆけ

るように日々作業に励みます。命を大

切にしてまいります。 

今日一日生かされていることに感謝

して、毎日金魚袋製作に励んでいます。 

この仕事は本当に楽しいので、楽しみ

です。たくさんの人々の心に、平安を

届けられれば、幸いです。 

今日は年内の作業製品の最後の出荷

を無事に終えました。作業を許可して

くださった拘置所と、提供下さった会

社に感謝です。2017年を無事にこれで

終えられます。明日からは 2018 年分

の作業になります。 

また精いっぱいに頑張りはげみます。

祈り、励まし、お支えください。 

死刑確定から、7年経った今 

スタッフ 西原瑛子

K君は獄中に聖書を送ってほしい僕み

たいな悪人がこれ以上増えないために

伝道するから、聖書がほしい。と言って

きた。11�　 年前のことである。 
面会に行っても自分にしてもらうことは

一つも要求しなかった。お金送ってく

れ、切手送ってくれ、差し入れ頼むと要

求ばかりする人が多い。しかしさすが代

その3 
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表者ともなれば自分のことより、他人を

思いやるのだなと感心して文通してきた。  

確定後は親族以外は外部交通できなく

なり、毎月請願の手紙を書いても、許さ

れず、教誨師会の会長先生が請願書を

書いてくださっても許可されなかった。 

私は自分が創作したクッキイはいつも

真っ先に彼の写真の前において蔭膳に

していた。私は戦中子だから、出征して

いる家族はみな蔭膳を供えて、どうか死

なないでと祈っていたから自然にそうし

てしまっていた。 

遺族の悲しみ、憤り、切なさは心に重

い。殺された人は生き返ってはこない。

遺族の方は犯人を殺してしまえば、本当

に心が癒されるのだろうか？ 

生き返ってはこない。 

犯人を赦した人に出会ったとき、震え

た。その人はこう言った。 

私の憎しみは子供も受け継ぐ、子孫

がずっと憎しみを引き継ぐことには耐え

られないと。そして赦したら気持が温か

くなった。と。 

人を殺した人を殺す死刑も殺人行為

である。人の生命を神以外のものが絶っ

てはいけないと思う。 

自分も殺されるなら、命に命をもって

償うのだから、詫びることはないと思う人

も出てくる。それでは亡くなった方はうか

ばれない。心から謝ることが一番大事な

こと。だから生きて一生償ってほしい。   

死刑を廃止して、終身刑にしたらよい

と思ったが、一生獄から出られない終身

刑よりは死刑のほうがましという受刑者も

あるので、死刑か終身刑かは受刑者に

選択権を与えるようになってほしいという

シスターもおられる。 

終身刑はまだないが無期の年数は長

くなってきている。だから終身刑みたい

なのだ。 

彼は作業して得たお金をカリヨン子

どもセンターや、こどもセンターパオ

や、国際子ども学校に、寄付し続けて

いる。 

昨年１０月から彼との外部交通が�6�

年半ぶりに許されて、今は�3日に�1度

は手紙がくるようになった、関西弁で

面白く 書いてくる。冗談も言えるように

なってきた。外部交通が許されてから、

心が明るくなって、感謝の念が増して

きているように思う。彼は 悔い改めて

いる人だと思う。私は死刑は反対であ

る。 

横浜刑務所ではトイレのぞうきんを

流しちゃう事件が多発したため、連帯

責任で懲罰の意味合いで取り調べが多

く、舎房全員が隔離される容易なって

います。その果ては刑務所全体でトイ

レ用のぞうきんを引き上げ、使用させ

ないようになりました。 

同じ横浜刑務所で販売しているボー

ルペンが定価にもかかわらず、インク

がすぐに出なくなるらしく、苦情が殺

到。最近代わりの水性ペンが買えるよ
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うになったとか。 

どこの刑務所でもそうですが、なぜ

外で108円も出せば10本も買えるボー

ルペンを 1 本 100 円近くで売り付け

る？新品のはずがすぐにインクが出な

くなる。この謎を知りたい方は菊田幸

一著の「日本の刑務所」を読んでくだ

さい。早い話、利益は刑務所と刑務官

に還元されています。刑務所所長の送

迎会や刑務官が訴えられる際の費用に

も充てられているようです。これは憶

測ではなく、公文書からも確認できま

す。 

宮城刑務所は11月15日からストー

ブがつくようになりました。あの寒い

宮城県で 11 月の最低気温はわずか 5

度ですよ。少なくとも先進国の刑務所

ではこんなにひどいところはありませ

ん。寒さで懲らしめるという発想が時

代遅れではないでしょうか。鼻水を垂

らして恨み辛みだけを募る受刑者の姿

が浮かびます。そんな環境では反省は

できないと思う。 

お知らせ 

財政難により、入会一年以上の受刑

者会員にフルサポートの終了を知らせ、

文通のみのサポートへの切り替えを促

してきましたが、フルサポートの継続

を望む方が多く、1 年でフルサポート

を終了させる案は事実上、破綻してい

ます。 

協議の結果、受刑者会員に関しては、

他団体よりサポート内容が充実してい

るにも関わらず、年会費はその 6分の

1 しか徴収していないのも財政難の要

因になっていると判明しました。 

そこで新規会員の年会費を 2000 円

としましたが、旧会員にも年会費を

2000円に変更したいので、協力できる

方は事務局に申し出てください。宜し

くお願い致します。 

財政難が解消されない以上は、活動

の継続は不可能であり、さらに体調不

良により、3 名のスタッフが休養する

ことになりました。常勤スタッフは二

人だけになり、さらに対応が遅くなる

と思われます。 

無償本の提供と書籍購入の代行は対

応できます。ネット検索は大変時間が

かかりますし、意思疎通も難しいこと

から、対応が遅れ気味です。 

写真印刷に関しては、L 版のコスト

は家庭用プリンタを使用しているため、

割高で、1枚は 100円近くかかってい

ます。新規会員には100円の寄付をお

願いしていますが、既存会員は 50円の

寄付のため大赤字です。 

経費削減の一環で、黒インクは不要

になった他社他機種のインクをもらい、

詰め替えて使用してきました。それに

よりプリンタの故障が多くなり、現在

は再生品を購入して使用しています。 

カラーインクも再生品が販売されて

おり、使用したところ、色の再現レベ

ルが低く、印刷された写真に対して不

満も寄せられるようになっています。 

つきましては写真印刷のサービスは

当分中止とさせていただきますので、

ご了承ください。多少粗くてもよけれ

ば対応できます。 
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ま と め 
① 無償本のほか、カンパ協力の書籍

リストも用意しました。

② 登録料の廃止。

③ 年会費は500円から2000円に変更。 

④ 検索時の寄付は50円から100円に。 

⑤ 写真はL版で150円に。

⑥ ２L版で250円に。

⑦ SNSの検索は1000円に。

⑧ 検索は1枚100円に。

⑨ 転送料は300円に。

⑩ 暴力団と性犯罪の再犯者、および

薬物常習犯の入会をお断りします。 

⑪ 送料は文庫本と新書は 1 冊ごと

150円、単行本は1冊ごと250円、

写真集は1冊ごと300円とします。 

⑫ 転送はお断りする場合があります。 

⑬ 無償本の提供は送料を負担する場

合があります。負担してくださる

場合は、大きさによって 300円も

しくは400円をお願いします。

⑭ 誕生日カードを用意します。希望

の方はお知らせください。

⑮ 偲ぶ会を毎月の 30日にやります。

希望の方はお知らせください。

⑯ 料金の変更は承諾した会員にのみ

適用する。

編集後記 

 現在、複数の刑務所から郵送物の中

身について照会状がきています。本来

ならば過去の記録にさかのぼり、刑務

所側に回答すれば、本人交付となると

ころですが、年末年始の連休に間に合

うように、約1か月の間に130件の発

送を大急ぎで行ったため、誤発送など

のミスも生じました。大変申し訳あり

ませんが、依頼した本が届いてないと

いう方、残高が合わないという方、至

急事務局までお知らせください。最優

先で対応いたしますので、宜しくお願

い致します。 

 事務局の常勤スタッフが体調等の理

由で１月からは一人だけになります。

在宅スタッフに分担していただく形で

調整するように努力していますが、対

応の遅れにご理解ください。 
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